駅伝競走大会実施要項
開催日　令和８年１０月２５日（日）午前９時スタート

　　　　　　

コース　泉津地域センター前～大島町陸上競技場２４．９１ｋｍ　　　　　　　第１区間　泉津地域センター前～伊豆大島ゲートボール場　　　　　　 4．33ｋｍ

　　　　　　第２区間　伊豆大島ゲートボール場～大島町役場前　　　　　　　　   4．81ｋｍ

　　　　　　第３区間　大島町役場前～野増公民館前　　　　　　　　　　　　　　 2．60ｋｍ

　　　　　　第４区間　野増公民館前～砂の浜前　　　　　　　　　　　　　　　　 5．34ｋｍ

　　　　　　第５区間　砂の浜前～クダッチ消防団詰所前　　　　　　　　　　　　 5．17ｋｍ

　　　　　　第６区間　クダッチ消防団詰所前～大島町陸上競技場　　　　　　　　 2．66ｋｍ

実施目的
　参加チームは、日頃の練習の成果を発揮し、自己の記録更新を目指すと共にチームのタスキを最後までつなぎ、競い合いながらも親睦をはかりながら楽しみ合う大会とする。
実施方針
· 中学生男子・中学生女子・高校生・青年・職場・一般・女子の７部に分け、レースは同時同法で行う。
(1) 中学生男子の部
出場チームは、各学校の代表男子生徒でチームを編成する。

(2) 中学生女子の部
出場チームは、各学校の代表女子生徒でチームを編成する。

(3) 高校生の部（男女混合チームでも参加可能）
出場チームは、全日制・定時制（定時制高校生は高校の部か他の部のいずれか１つに出場できる。）

(4) 青年の部（男女混合チームでも参加可能）
出場チームは、全日制高校生以外の青年で、青年団体協議会で認められた者でチームを編成する。

(5) 職場の部（男女混合チームでも参加可能）
出場チームは、同一の職場の勤務者でチームを編成する。

(6) 一般の部（男女混合チームでも参加可能）
出場チームは、中学生及び高校生を含めない愛好者でチームを編成する。

(7) 女子の部
出場チームは、高校生・青年・一般をもって、チームを編成する。

(1) チーム編成

(1) チーム編成は各部とも１チーム監督１名、出場選手６名・補欠選手２名以内とする。なお、監督は出場選手及び補欠選手が兼任できるものとする。
(2) 出場選手は、前記のどの部にも属さないチームは、順位・記録から除外する。但し、タイムの計測は行う。
(2) 集合場所ならびに点呼時間

○集　合　場　所　　　　　　　　　　　　　　　　点呼時間

· 泉津地域センター前　 　　　　０８：４０

· 伊豆大島ゲートボール場前　　 　　　０８：５０
· 大島町役場前　　　 　　０９：１０
· 野増公民館前　　　　 　０９：２０
· 砂の浜前　　　　　 ０９：４０
· クダッチ消防団詰所前　　　　 　１０：００
　※点呼は必ず本人が受ける。点呼に不在の場合はチームを失格とする。

(3) 選手の輸送は、各チームが責任をもって輸送する。なお、輸送の際に順行コース内への進入は絶対にしない。

(4) 表　　彰

(1) 各部の第１位チームに賞状ならびに優勝カップ・ペナントを授与する。

(2) 総合優勝に賞状ならびに優勝旗を授与する。

(3) 総合区間賞（女子の部についても同様で、中学生女子の部含む）に賞状を授与する。
(4) 各部区間新記録（個人）に賞状を授与する。
(5) 競技ルールは、最新日本陸上競技連盟規則及び大会申し合わせによる。

(6) 参加申し込み及び選手の変更

(1) 出場チームは、大会１０日前までに教育委員会。に選手名簿及び参加承諾書（各自の参加承諾書）を提出し、登録をしなければならない

(2) 登録をした出場チームは、追加・走者順の変更は大会２日前までの正午までとする。（登録選手以外の選手が出場する場合は、参加承諾書がなければ一切認めない。）

(3) 当日の変更は正競技者と補欠競技者の交代のみとし、区間変更はみとめない。
(4) 最終変更後、選手が病気等で真にやむを得ない理由により補欠と交替しなければならない場合は、審判長の承諾を得なければならない。
(5) 競技者が途中で競技を続行することができない状態になる等により、途中棄権を審判長が認めたときは、次の中継点から最終走者と同時にスタートさせることができるが、そのチームは順位から除外する。ただし、その他の区間記録は認める。
(6) オープン参加チームは総合・区間記録とも参考記録とし順位から除外する。
(7) 伴走ならびに伴走車輌の運行は全区間で認めない。また、選手関係車輌は、最後尾を走行しコース内へ進入してはならない。（厳守しないチームは失格とする。）

(8) 選手の健康管理

(1) 選手の健康管理は、各チームにおいて責任を持つこと。

(2) 主催者は競技中の事故について、応急処置を除き一切の責任を負わない。
(9) ナンバーカード及びタスキ

(1) タスキは、主催者から貸与されたものを肩から腰に掛けること。（肩から掛けていない者は失格とする。但し、引継ぎ前及び引継ぎ後、約５０ｍは手に持って走ってもよい。）

(2) タスキの色は、次のとおりとする。
○中学生男子・・・・あ　か


○中学生女子・・・・むらさき
○高校生・・・・きいろ


○青　　　年・・・・あお
○職　　　場・・・・ピンク


○一　　　般・・・・みどり
○女　　　子・・・・オレンジ


〇オープン・・・・くろ
○繰上げ出発・・・・しろ
(3) ナンバーカードは、胸と背につけること。（胸と背につけていないものは失格とする。）
(4) ナンバーカード及びタスキは、主催者が用意する。但し、紛失や汚損等で次回使用不能になった場合は、同等品をチームで購入し返却すること。

(10) 練習の際には、夜光塗料や蛍光色、反射するものを付けた服装にするなど、容易に走者が判別できるようにし、周りに注意を払い行うこと。
(11) 選手は、道路の左端側を走らなければならない。

(12) 第一走者のスタートの要領は、次のとおりとする。１０分前・５分前・２分前・３０秒前を予告し、「ヨーイ」は呼ばず、「１０秒前」とコールし、ピストルの合図でスタートする。選手は３０秒前のコ－ルでスタートラインに並ぶ。

(13) 繰上げ出発については、砂の浜前中継所で先頭から３０分離れたら、繰上げ出発させる。また、大会運営上やむを得ない場合については、審判長の判断により他区間での繰り上げスタートを行う場合もある。
(14) 天候不良、不測の事態等による大会開催が危ぶまれる状況となった場合は、大会関係者と協議し、開催の有無を決定する。
(15) 開会式は、代表者会議をもって開会式とする。閉会式は、競技終了後に大島町開発総合センター（２階大集会室）で行う。
